群馬県における梅毒の発生動向と保健所での受検者数の推移 by 武智, 浩之
第75回日本泌尿器科学会群馬地方会演題抄録
日 時：平成29年2月11日 (土) 15時00～
場 所：群馬大学医学部内 刀城会館
会 長：小林 幹男（伊勢崎市民病院）























































































竹澤 豊，岡 大祐，中嶋 仁
牧野 武朗，悦永 徹，斎藤 佳隆







N.A.L nephronmetry score:10 xh.右腎腫瘍:中極1.7 cm,
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群馬県太田市は,1981年より継続して前立腺集団検診を
行ってきた日本でもさきがけの地区であるが,対象人口に
対する検診受診率は高くはなかった.平成19年度より太
田市医師会主導で健康増進法 (当初は老人保健法)に基づ
く保健事業の一環として前立腺がん個別検診を開始した.
今回,平成19年度から26年度までの太田市前立腺がん検
診の結果についてまとめたので報告する.
1次検診受診者数と対象人口にしめる検診受診率は増加
傾向にあったが,1次検診異常率は低下傾向にあった.2次
検診受診率は80％程度まで増加し,2次検診異常率は約
20％に安定した.3次検診受診率は90％台と非常に高く,
前立腺生検施行率も80％前後と高かった.前立腺がん発見
率は0.5％前後であった.正確な情報共有をもとにした検
討を重ねることにより,市・医師会・病院との連携が深まり,
市民へのより効果的な前立腺がん検診が実施できると考え
る.
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